




〈研究の要約〉昨年度は使用者へのアンケート調査により小児の補装具全般に関する問題

点を考察したが、今年度は最近支給体系に取り入れられたばかりの座位保持関連の補装具

について、1)文献や資料のデータベース化による情報提供システムの構築、2)アンケート

調査による処方者側から見た問題点の解明、3)処方の際に参考にしうるパンフレットの試

作、4)工房椅子の医学的評価(主介助者に対する使用状況、効果、問題点についてのアン

ケート調査および効果を客観的に評価するための透明椅子の試作)、5)現行の支給体系の

問題点の明確化を行った.このうち本研究班では 2)、3)について報告する.今後今回試作

したデータベース、処方用パンフレット、評価用透明椅子を活用するとともに、補装具製

作側に対するアンケート調査を行い、全体として小児の補装具の問題点をまとめ、今後の

方向性について提言する予定である。


